
承合事項１． 学生希望図書におけるライトノベルズ等（マンガも含む）の扱いについて 

(１２．広島修道大学提出） 

 
提出理由： 
大学全入がいわれ、学生の資質も多様化している。学生の読書離れも見受けられ、図書の貸出冊数は伸びる様

子が伺えない。その対策の一つとして、ブックハンティングなどの企画を実施している図書館も多い。 
このような中で、本学では学生希望図書にライトノベルズや児童書の購入希望が目立って増えてきている。 
本学の選書基準からすると、これらの図書は、本来は購入できないものであるが、本学では図書館員の判断で

一部は購入することがある（ライトノベルズの受賞作や研究課題に関連する申し出のあったもの、英文の児童書

の翻訳本など）。また、どうしても館員の判断のつかないものは選書委員会に判断を委ねている。 
各大学のこういった学生の購入希望図書の変化や、購入にあたる判断基準、実際に購入しているかどうかをお

伺いしたい。 
また、購入されている場合は、その利用状況はいかがでしょうか。簡潔で結構ですから、自由記述でお願いい

たします。 
 
 
１．広島大学 
本学学生図書選定の内規では，選定せざるべき資料を下掲のとおり定めており，ライトノベル等は原則的に不

可ということになる。 
実際には，グレーゾーンや判断の「ぶれ」もあり完全に排除するのは困難であるが，原則を立てることにより

一定のレベルは維持できるものと考えている。 
 
（選定対象外資料） 
第3条 次の各号に掲げる資料は原則として収集しないものとする。 
(1) すでに図書館に所蔵されているか選定されている図書で複本を要しないもの 
(2) 利用者が著しく限定されるもの（極端に特殊な分野のもの，一時的・局地的性格の問題を扱ったもの等） 
(3) 実用的，娯楽的，趣味・好事的な性格が強く，個人で購入することが望ましいもの 
(4) 学部学生が利用するレベルに及ばないもの又は高度に過ぎるもの 
(5) 公序良俗に反するもの 
(6) 図書としてよりも美術品，文化財としての性格の強いもの 
(7) 全集・叢書及び雑誌その他年度を超えて刊行され後年度負担を要するもの。ただし，雑誌の別冊・増刊号等

で特定のテーマに係る号のみを希望する場合はこの限りでない。 
(8) 資料選定実施要領，広島大学図書館資料収書基本方針（平成16年4月1日図書館長決裁）その他図書館の収

書方針と合致しないもの 
2 前項に関わらず，委員会又は図書館長が必要と認めた場合は，選定できるものとする。 
 
別表 第3条各号に該当する図書の例示 
(2) 利用者が著しく限定されるもの（極端に特殊な分野のもの，一時的・局地的性格の問題を扱ったもの等） 
• 商品の宣伝・販売や布教等を目的としたもの 
• 本学学生で志望する者が少ない特殊な資格等の受験参考書 
(3) 実用的，娯楽的，趣味・好事的な性格が強く，個人で購入することが望ましいもの 
• HowToもの（健康法，ダイエット本，人生論等） 
• タレント本，タレント著作本（文芸作品として一定の評価があるものは除く） 
• タレント・グラビア写真集（美術作品として一定の評価があるものは除く） 
• 漫画（漫画を表現手段とした学術書や学習書等は除く） 
• ゲーム・漫画・アニメーション・テレビ番組・映画等の解説本（学術的見地から取り上げているものは除く） 
• 図書よりも付録物品（玩具，CD，模型その他専ら趣味の対象となるもの）等の収集を目的としたもの 
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(4) 学生が利用するレベルに及ばないもの又は高度に過ぎるもの 
• 児童用図書（基本的な受賞作は除く） 
• ライトノベル，娯楽読物，ケータイ小説等（文芸作品として一定の評価があるものは除く） 
• ゲーム・漫画・アニメ・テレビ番組・映画等の小説化本 
• 高度な研究レベルの内容で明らかに学習には向かないもの（希望者の過程・学年等を勘案して判断する） 
(5) 公序良俗に反するもの 
• ポルノグラフィ 
• 犯罪・脱法行為指南，自殺指南等（実質的にそれらの用に供されるものも含む） 
(6) 図書としてよりも美術品，文化財としての性格の強いもの 
• 専ら特殊な装丁や造本を売りにしたもの（豪華本，愛蔵版等） 
 
 
２．尾道大学 
学生希望図書の申込は、このサービスの存在が少しずつ浸透してきており、年々増加しています。ライトノベ

ル・絵本については、主に日本文学科および美術学科の学生の研究に必要なため、希望図書の申込があれば購入

しています。ただし、「多巻物のシリーズを全巻購入して欲しい」など、高額になる場合は、断るケースがありま

す。 
マンガについては、学術系のマンガ、郷土資料（本学出身・尾道関連の漫画家など）となるものは購入してい

ます。また、ライトノベル・絵本と同様に、研究対象となるものも購入しています。利用状況は、他の図書と比

べて目立った差異はありません。  
 
 
３．県立広島大学 
学生の購入希望図書は，図書館員が判断して可能な限り購入しているが，ライトノベルズ（マンガも含む）は，

基本的には購入していない。また，学生からの購入希望もない。 
 
 
４．広島市立大学 
本学ではライトノベルズ等は原則として購入していない。学生からの要望は少しずつ出始めているが、要望が

あった場合は公共図書館の利用を案内している。 
 資料収集方針以外の資料は、教員が授業・研究で必要とするもの以外は購入しないことにしている。 
 
 
５．エリザベト音楽大学 
ライトノベルズ等の購入は現在もしていない。今のところ、そういった購入希望も出ていない。 

 
 
６．日本赤十字広島看護大学 
図書費での購入は実施していません。ただし、別枠予算（保護者の会）での購入は実施しています。 

例えば、看護・医療系の漫画や読み物やＤＶＤ等。 
保護者の会の予算の趣旨は、学生の癒し環境の整備であるため、図書館では、雑誌、図書、ＤＶＤの3本の柱

をたてて整備している。 
特に雑誌は、次年度の購入タイトルを前年度の学生のアンケート結果によって決定している。 

 
 
７．比治山大学 
本学においても、学生がリクエストにライトノベルズを出してくることはよくあります。以前、大学院生が論

文のテーマにライトノベルズを取り上げ、先生が研究費で購入し、その後、図書館に返却された本が配架してあ

るので、学生はリクエストできると思っているのかもしれません。 
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基本的には、ライトノベルズは購入していないことを話し、納得してもらいます。ただし、消耗図書費で購入

する文庫本については、よほど内容に問題があるもの以外は、リクエストに応えるようにしています。リクエス

トで多いのは、テレビ化や映画化された作品が多いようですが、これについても、文庫本になっていれば購入と

いうことにしています。このあたりのものは、話題性があるときには貸出が多くても、少し時間が過ぎると誰も

見ないという状況になりがちなので、消耗図書費の範囲で購入します。 
文庫本の利用は多く、文庫本コーナーの前では、いつも学生が本を選んでいます。また、一人の学生が次々と

同じような分野のリクエストを出してきますが、図書館で購入するかどうかを判断(課長判断）して入れますと学

生には言っています。とくに問題はありません。 
マンガについては、美術科にアニメーションコースがあるため、学科の教員が要望するものは、消耗図書費で

購入しています。 
 
 
８．広島経済大学 
以前の購入希望の選定基準は１０００円以下のモノはだめ。文庫は経済経営系に限る等の基準を設け（但し内

規）購入しておりましたが、現在はライトノベルでも、文庫本でも購入しています。もちろんそのたびに悩むこ

とはあります。ただ購入の理由として、そういったものを求める学生が多く、それでなくても図書離れ、図書館

離れをしている現状なので、本を読む気があるなら、字を読むならいいではないかの感覚です。元は、学生希望

が呼び水になり図書館に来て他の本を読むようになればというあわよくばの考えもありましたが、学生希望は学

生希望で同じ子がまた同じようなライトノベルを希望してくるのが現状です。 
ライトノベルを購入することで貸出冊数が伸びることには繋がっていないように思います。学生希望、学生選

書（ブックハンティング）で購入したものはよく回転しているようです。 
 
 
９．広島工業大学 
購入希望図書等で学生から、現在も時々そういったジャンルの図書の希望が出ている。一度購入したが、続き

の巻の希望が出てしまい、際限がなくなる恐れがあったため２冊目以降の購入希望は断った。1 冊目は図書庫に

収容し、学生の目に触れない様にした。現状としては、ライトノベルとわかるものについては購入希望を断って

いる。 
絵本に関しては、本学はデザイン等を勉強している学生もいるので、あまり制限はしていない。ただ、学生の

読書力低下に伴い、一部のスタッフの間でも「購入してもよいのでは？」という声が上がっている。 
 
 
１０．広島国際大学 
学生から希望図書として申請があった場合はもちろん、メフィスト賞や日本ファンタジーノベル大賞もさるこ

とながら、大学読書人大賞には、多々ライトノベルが登場しており、話題性がある場合は、購入している。 
また、マンガについては、学科の分野に関するものであれば購入している。また最近では、「まんがで読破シリ

ーズ」、「学研まんが日本（世界）の歴史」、「まんがで読む統計学シリーズ」など、まんが形態の導入本が教員の

推薦図書として蔵書されるようになってきている。 
利用状況は、盛況の一言につき、ベストリーダに毎回上位にランクインされている。 

 
 
１１．広島国際学院大学 
学生の購入希望は、図書購入希望申込カードに記入したもので館長が許可された図書は購入をしている。 

 学生の中には、図書館に対する意見、要望に投書する学生もいる。本学の学生購入希望図書の傾向としては、

授業に関連した専門図書や教養図書のほかにも、ベストセラー本やマンガの希望も多く見受けられるようになっ

た。 尚、ライトノベルズ等について、購入判断基準は特にないが、学生より購入希望がでればどのような内容

かは確認して購入を検討し、館長決済で許可された場合は購入をしており、学生の利用は多い。 
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１３．広島女学院大学 
基本、漫画・コミック類は受入れないが、原爆関係の「はだしのゲン」「夕凪の街桜の国」は所蔵している。

2009年度に書評のあるものについては慎重に検討することとした。 
 
 

１４．広島文化学園大学 
マンガは学生からの購入希望があった場合、学生に有用と思われる内容のもの（歴史・郷土関係、看護・医療・

福祉関係など）は購入しています。 
 基本的に「活字優先」とし、多くは入れていません。 
 
 
１５．広島文教女子大学 
本学では、学生希望図書に小説を出してくる学生が増えています。図書館予算では、芥川賞・直木賞などの受

賞作品を購入しており、それ以外の小説は、寄贈に頼っている状態です。受賞作以外でも、図書館員の判断で一

部は購入することがあります。（所蔵資料の続編、学科授業に関連する話題書）。予算確保が難しいため、原則、

卒論・授業・レポート等に利用する資料で、（高額のため）自分で購入できないものを優先的に購入するとしてい

ます。 
ライトノベルズは、図書館に所蔵がないため、学生も購入対象外という意識があるのか、特に希望を出してく

ることはないようです。 
マンガは、基礎教養として、手塚治虫全集、文学作品や神話、歴史、原爆関連と基準を設けています。 

児童書（絵本含む）は、保育士養成コースがあるため、必要に応じて、購入しています。基本的には、先生方に

選定をしていただいています。 
 
 
１６．福山大学 
学生からの購入希望が出たものは可能な限り収集している。しかし他の人の利用が見込めない図書、マンガ等

収書方針に沿わない書籍については購入していない。 
ライトノベルズについても今のところ学生からの購入希望は出ていないが、今後の検討材料としたい。なお、

収書方針に沿わない図書で公共図書館での利用が見込まれる本については、公共図書での利用を斡旋している。 
 
 
１７．福山平成大学 
・基本的に、ライトノベルの購入については、断っております。 
 
 
１８．安田女子大学 
通常のマンガは不可。 
ライトノベルや児童書が学生から購入希望があっても通常は不可と位置付け。 
教員から学科の教育用に必要として希望がある際は選書していく方向である。特に本年度からはその方向であ

る。 
従来希望があった際、本学白島キャンパス図書館（中高等学校）から児童書について借り出し対応していた。 

 
 
１９．近畿大学工学部 
細かい基準はないが、原則としてライトノベルズ、漫画等の購入はしていない。ただし、授業に関連した物等

で一部図書館員で検討し、購入した物もある。 
学生からライトノベル、児童書等の購入希望はほとんどない。（ライトノベルズをOPAC で探している学生が

いたようだが、ないとわかると購入希望を出したりまではしない） 
最近は教員から児童書等を学生用として購入してほしいと依頼があったが、1 人から大量に希望が出て、対応
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に苦慮している。 
購入した物については、購入を希望した人は借りるが、その後借りていく人は少ない。（目立つ所に置いておい

てもあまり手にとって見てはいない） 
 
 
２０．海上保安大学校 
図書購入予算の削減の傾向にあり、年間購読雑誌の購入でライトノベルズ等の購入の余裕がない。購入図書に

ついては、研究教材委員会で検討、決定される。 
 
 
２１．福山市立女子短期大学 
本学では，児童書やマンガ（『のだめカンタービレ』）は，保育科に関連したものや教育的なものを購入してい

る。 
学生希望図書に関しては，できるだけ応えるようにしているが，特定の学生に偏ったものや，選書基準に合わ

ないものは図書委員会に諮っている。また，学生希望図書は話題になったものなどが多いため利用状況は良い。 
 
 
２２．山陽女子短期大学 
本学では、明確な選書基準はなく、学生の購入希望に図書館長および図書委員の先生方と相談し応じている。

今年度初めの図書委員会でも，正にこの課題が出て，文芸色の濃いものという条件つきで、マンガやライトノベ

ルズの購入を予定している。 
 
 
２３．鈴峯女子短期大学 
入館者数の減少など図書館離れが顕著にみられるため、昨年度より学生希望図書購入制度のＰＲに力を入れて

います。その結果、購入希望が増えてきていますが、それに伴い購入するか否か判断が難しいものも増加してい

ます。 
図書館利用を促進する観点から、館員の判断で一部購入しているものもありますが、その後ほとんど貸出され

ていない状況です。 
 
 
２４．呉工業高等専門学校 
本校においても，ブックハンティングや購入希望図書の申込にライトノベルズ，コミック様のもの，武器事典

等々が出てきて思案することがあります。 
文学書の平易版的なもの，武力・暴力礼賛的でないもの等，学校図書館に相応しいものかどうかということを

念頭にケースバイケースの判断になっているのが実情です。 
このアンケート結果を参考にさせていただきたいと考えています。 

 
 

以  上 
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何
に
取
る
か
が
課
題
。

尾
道
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

県
立
広
島
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

広
島
市
立
大
学

ｲ
．
　
導
入
を
検
討
し
て
い
る

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い
（
が
、
今
後
検

討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
）

日
本

赤
十

字
広

島
看

護
大

学
ｳ
．
　
検

討
し
て
い
な
い

ウ
．
そ
の

他

比
治
山
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

広
島
経
済
大
学

ｱ
．
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

ｱ
．
　
登
録
し
て
い
る

備
品

扱
い
で
き
る
よ
う
に
C
D
-
R
O
M
で

納
品

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

今
は

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
を
１
点

ず
つ

購
入
し
て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の
購

入
例

は
あ
り
ま
せ

ん
。

ゲ
ー
ル

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の

み
購

入
し
て
ま
す
。
こ
ち
ら
は

購
入

に
際

し
、
備

品
と
し
て
購

入
で
き
る
よ
う
Ｃ
Ｄ
－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に

デ
ー
タ
を
落
と
し
納
品
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
消
耗
品
の
予
算
が

少
な
い
の
で
受
入
が
難
し
い
で
す
。

広
島
工
業
大
学

ｲ
．
　
導
入
を
検
討
し
て
い
る

広
島
国
際
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

広
島
国
際
学
院
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

③
資

産
管

理
上

で
は

ど
の

よ
う
な
扱

い
で
し
ょ
う
か
。

④
専
門
書
の
場
合
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

購
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

、
一

般
の
図
書
と
選
定
基
準
や
選
定
方
法
等

で
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

⑤
導

入
や

提
供

に
あ
た
っ
て
注

意
が

必
要

な
事

項
が

あ
り
ま
し

た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
導
入
検
討
中
で
導
入
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
事
項
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

大
学
名

平
成

2
2
年

度
広

島
県
大
学
図
書
館
協
議
会
総
会

提
出

理
由

：
　
本

学
で
は

、
現

時
点

で
は

e
-
bo

o
kの

導
入

は
行

っ
て
い
ま
せ

ん
が

、
教

員
か

ら
図

書
館

へ
の

導
入

や
個

人
で
の

利
用

の
要

望
が

あ
り
、
図

書
館

と
し
て
も
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
検

討
す
る
こ
と
を
迫

ら
れ

て
い
ま
す
。
導

入
の

参
考

と
す
る
た
め
、
各
大
学
の
導
入
状
況
、
提
供
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
い
。
（
広
島
市
立
大
学
提
出
）

導
入

し
て
い
る
大

学
に
お
尋

ね
し
ま
す

②
導
入
し
た
e
-
bo

o
kは

O
P
A
C
に
登

録
し
て
い
ま
す
か
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①
e
-
bo

o
kの

図
書

館
へ

の
導

入
状

況
に
つ
い
て

ｱ
．
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

ｱ
．
　
登
録
し
て
い
る

（
具
体
的
に
）

（
具
体
的
に
）

（
具
体
的
に
）

ｲ
．
　
導
入
を
検
討
し
て
い
る

ｲ
．
　
登
録
し
て
い
な
い

ｳ
．
　
検

討
し
て
い
な
い

ｳ
．
　
そ
の

他

広
島
修
道
大
学

ｱ
．
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

ｲ
．
　
登
録
し
て
い
な
い

・
消
耗
品
費
で
購
入
し
て
い
る

・
専
門
書
と
し
て
は
「
S
pr
in
ge
r

e
B
o
o
k」
を
導
入
し
て
い
る
が
、
下
記

の
「
一

般
の

図
書

」
も
含

め
て
図

書
館

選
定

で
導

入
し
て
い
る
。

＊
一

般
の

図
書
（
和
書
）
及
び
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
ツ
ー
ル
（
G
V
R
L
）
を
導
入
し
て

い
る

・
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の

有
無

が
重

要
・
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
利
用
者
に
は
普
及
し
な

い ・
買
い
取
り
が
好
ま
し
い

広
島

女
学

院
大

学
ｱ
．
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

ｳ
．
　
そ
の

他
　
検

討
準

備
中

視
聴
覚
と
し
て
購
入
し
、
5
万
円
未
満

の
為
、
（
本
学
基
準
）
、
非
資
産
と
し
て

い
る
。

単
冊

購
入

、
ま
た
は

、
シ
リ
ー
ズ
で
の

購
入
を
し
た
。
特

に
異
な
る
こ
と
は
な

い
。

会
計
上
、
形
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
購
入
書
店
か
ら
Ｃ
Ｄ
を
付
け

て
も
ら
っ
て
い
る
。

広
島
文
化
学
園
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

広
島
文
教
女
子
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

福
山
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

な
し

な
し

な
し

な
し

福
山
平
成
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

安
田

女
子

大
学

ｲ
．
　
導
入
を
検
討
し
て
い
る

　
ス
ペ
ー
ス
、
発
注
か
ら
利
用
ま
で
の

期
間
、
装
備
・
配
架
の
手
間
等
メ
リ
ッ

ト
が

あ
る
と
考

え
る
。

近
畿

大
学

工
学

部

ｱ
．
　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

（
本
部
中
央
図
書
館
で
契
約
し
て
い
る

た
め
、
購

入
等

に
は

関
わ

っ
て
い
な

い
）

ｳ
．
　
そ
の

他
（
中
央

図
書

館
で
は

登
録

し
て
い
る
）

担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
新

聞
図
書
費
（
消
耗
品
扱
い
）
と
し
て
受

入
を
し
て
い
る
。
資
料
区
分
は
そ
の

他
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

海
上
保
安
大
学
校

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

福
山

市
立

女
子

短
期

大
学

ｳ
．
　
検

討
し
て
い
な
い

山
陽
女
子
短
期
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

鈴
峯
女
子
短
期
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

呉
工
業
高
等
専
門
学
校

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
な
い

未
導
入
で
検
討
に
も
至
っ
て
い
な
い
た
め
回
答
で
き
か
ね
ま

す
。

⑤
導

入
や

提
供

に
あ
た
っ
て
注

意
が

必
要

な
事

項
が

あ
り
ま
し

た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
導
入
検
討
中
で
導
入
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
事
項
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

大
学
名

導
入

し
て
い
る
大

学
に
お
尋

ね
し
ま
す

②
導
入
し
た
e
-
bo

o
kは

O
P
A
C
に
登

録
し
て
い
ま
す
か

③
資

産
管

理
上

で
は

ど
の

よ
う
な
扱

い
で
し
ょ
う
か
。

④
専
門
書
の
場
合
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

購
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

、
一

般
の
図
書
と
選
定
基
準
や
選
定
方
法
等

で
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
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平
成

2
2
年

度
広

島
県

大
学

図
書

館
協

議
会

　
承

合
事

項

承
合

事
項

３
．
　
E
J
・
D
B
の

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ

の
受

入
に
つ
い
て

ｱ
．
　
受

け
入
れ
て
い
る

（
具
体
的
に
）

ｱ
．
　
臨
時
に
個
人
を
特
定
で
き
る
ID
を

発
行
す
る
な
ど
し
て
本
人
に
操
作
さ
せ
る

（
具
体
的
に
）

（
具
体
的
に
）

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

ｲ
．
　
図
書
館
員
が
代
行
検
索
す
る

ｳ
．
　
検

討
し
て
い
る

ｳ
．
　
そ
の

他

広
島

大
学

ｱ
．
但
し
ベ
ン
ダ
が
w
al
k-
in
-
u
se
を
認
め
て

い
る
タ
イ
ト
ル
に
限
る
。

本
学

所
定

の
「
パ

ソ
コ
ン
利

用
申

込
書

」
に
、
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
(電

話
）
・
利
用

目
的

・
使

用
開

始
時

間
お
よ
び
使

用
終

了
時

間
を
記

載
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の

用
紙

に
は

、
確

認
者

名
の

記
入

欄
も
添

え
て

あ
り
、
下

記
の

コ
メ
ン
ト
も
記

載
し
て
い
る
。

「
利

用
は

、
開

館
1
5
分

後
か

ら
閉

館
1
5
分

前
ま
で
」
「
記

載
い
た
だ
く
氏

名
等

の
情

報
は

、
本

人
確

認
及

び
利

用
に
関

す
る
連

絡
に
使

用
し
ま
す
。
」

ｱ
．
　
臨
時
に
個
人
を
特
定
で
き
る
ID
を

発
行
し
て
本
人
に
操
作
さ
せ
る
。

本
人
持
参
の
用
紙
に
、
無
料
で
印
刷
し

て
も
ら
う
。

フ
ロ
ア
担
当
者
の
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
操
作
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
長

時
間

の
利

用
の

場
合

、
後

ろ
か

ら
画

面
を
そ
っ
と
確

認
す
る
な
ど
注

意
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
特
に
問
題
は
起
き
て
い
な
い
。

尾
道
大
学

ｲ
．
　
受
け
入
れ
て
い
な
い

県
立

広
島

大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き
な
い
）

広
島
市
立
大
学

ｳ
．
　
検
討
し
て
い
る

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

ｱ
．
　
受

け
入
れ
て
い
る
（
制
限
あ
り
：
大
学

な
ど
に
所

属
し
て
い
る
人

に
限

ら
れ

て
い

る
。
）

所
属

大
学

の
身

分
証

明
書

や
、
紹

介
状

、
図

書
館

長
に
よ
る
特

別
許

可
証

な
ど

本
学
は
、
ま
だ
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
な

い
。

本
学
の
学
生
と
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
た
め
、
来
館

し
た
ら
す
ぐ
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
来

て
も
ら
う
よ
う
い
し
て

い
る
。
市

内
の

中
心

部
に
位

置
す
る
た
め
か

、
学

生
に
紛
れ
て
調
べ
物
を
し
て
い
る
人
が
過
去
に
数
名
い

た
。

⑤
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
の
利
用
に
関
し
て
、
特
に

注
意

し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

。
ま
た
、
過

去
に

問
題

が
発

生
し
た
事

例
が

あ
り
ま
す
か

。

大
学
名

①
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
か

②
来
館
利
用
時
に
必
要
な
書
類
や
手
続

き
が
あ
り
ま
す
か

（
所

属
大

学
の

身
分

証
明

書
の

持
参

、
所

属
大

学
図

書
館

の
紹

介
状

等
の

持
参

等
）

③
機
械
操
作
に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す

か
④

デ
ー
タ
出

力
の

要
望

が
あ
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
例
え
ば
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
て
出
力
す

る
場

合
、
料

金
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か

。
（
契
約
で
許
容
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
限
り

ま
す
）

平
成

2
2
年

度
広

島
県
大
学
図
書
館
協
議
会
総
会

提
出

理
由

：
　
本

学
で
は

、
平

成
2
0
年

度
か

ら
E
J
・
D
B
の

導
入

に
着

手
し
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
系

の
E
J
を
は

じ
め
、
学

会
系

の
洋

雑
誌

の
E
J
化

を
進

め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ニ
ー
ズ
の

分
散

に
よ
り
E
J
・
D
B
の

導
入

が
進

ま
な
い
分

野
も
あ
り
ま
す
。
解

決
策

と
し
て
導

入
済

の
近

隣
大

学
の

利
用

を
斡

旋
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か

と
考

え
て
い
ま
す
が

、
本

学
で
は

他
大

学
へ

の
斡

旋
も
受

け
入

れ
も
例

が
な
く
、
E
J
・
D
B
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
利
用
に
つ
い
て
は
手
探
り
の
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、

す
で
に
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ

ー
を
受

け
入

れ
て
い
る
例

が
あ
れ

ば
、
学

外
の

ユ
ー
ザ

に
対

し
て
ど
の

よ
う
な
対

応
を
行

っ
て
い
る
か

御
教

示
く
だ
さ
い
。
（
広

島
市

立
大

学
提

出
）

受
け
入
れ
て
い
る
大
学
に
お
尋
ね
し
ま
す
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平
成

2
2
年

度
広

島
県

大
学

図
書

館
協

議
会

　
承

合
事

項

ｱ
．
　
受

け
入
れ
て
い
る

（
具
体
的
に
）

ｱ
．
　
臨
時
に
個
人
を
特
定
で
き
る
ID
を

発
行
す
る
な
ど
し
て
本
人
に
操
作
さ
せ
る

（
具
体
的
に
）

（
具
体
的
に
）

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

ｲ
．
　
図
書
館
員
が
代
行
検
索
す
る

ｳ
．
　
検

討
し
て
い
る

ｳ
．
　
そ
の

他

日
本

赤
十

字
広

島
看

護
大

学

ア
、
イ
、
ウ

ウ
オ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
特
定
が
で
き

ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
本

学
の

契
約

Ｄ
Ｂ
の

う
ち
全

文
デ
ー
タ
の

利
用

で
き
る
Ｃ
ＩＮ

Ａ
Ｈ
Ｌ

w
it
h
　
F
u
ll　

T
e
xt
　
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

内
で
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
つ
き
で
ウ
オ
ー

ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
は
可
と
い
う
確
認
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
特

に
意
識
し
て
運
営
を
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

入
館

ゲ
ー
ト
を
通

過
す
る
た
め
に
、
当
日

限
定
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
交

付
の

た
め
に
｢利

用
申

込
書
｣へ

住
所
氏
名
電
話
番
号
等
を
記
入
が

必
要

と
な
り
ま
す
。

比
治
山
大
学

ｲ
．
　
受
け
入
れ
て
い
な
い

広
島

経
済

大
学

イ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

（
但

し
、
学
外
利
用
者
登
録
を
し
て
い
る
人

は
、
学
内
の
専
用
P
C
で
サ
イ
ト
契
約
を
し

て
い
る
も
の

は
利

用
で
き
ま
す
）

あ
り
ま
せ

ん
。
学

外
者

の
利

用
登

録
は

、
名
前
と
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
（
学

生
の

場
合

は
学

生
証

）
提

示
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
）

ｳ
．
　
そ
の
他
（
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋

が
っ
て
い
な
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検

索
専

用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
そ
こ
を
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
専
用
に
設
け
て
い

る
パ

ソ
コ
ン
＆

プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
、
自

由
に

出
力
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
無
料
。

あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
は
契
約
上
利
用
不
可
と
し
て

い
ま
す
が
、
来
館
利
用
者
に
は
特
に
制
限
を
し
て
い

ま
せ

ん
の

で
学

内
利

用
者

と
同

様
に
利

用
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
過
去
に
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ

ん
。

広
島

工
業

大
学

契
約
上
の
制
約
が
無
い
も
の
に
つ
い
て
認

め
て
い
る
。

無
し

無
し

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
(無

料
)

ほ
と
ん
ど
利
用
は
な
く
、
過
去
に
問
題
が
発
生
し
た
こ

と
は
無
い
。

広
島
国
際
大
学

ｲ
．
　
受
け
入
れ
て
い
な
い

広
島
国
際
学
院
大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

広
島

修
道

大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

＊
一
般
的
な
図
書
館
利
用
の
学
外
利
用

は
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｊ
・
D
B
の

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ

ー
の
受
入
は
し
て

い
な
い
し
、
そ
の
考
え
は
な
い

大
学
名

受
け
入
れ
て
い
る
大
学
に
お
尋
ね
し
ま
す

①
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
か

②
来
館
利
用
時
に
必
要
な
書
類
や
手
続

き
が
あ
り
ま
す
か

（
所

属
大

学
の

身
分

証
明

書
の

持
参

、
所

属
大

学
図

書
館

の
紹

介
状

等
の

持
参

等
）

③
機
械
操
作
に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す

か
④

デ
ー
タ
出

力
の

要
望

が
あ
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
例
え
ば
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
て
出
力
す

る
場

合
、
料

金
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か

。
（
契
約
で
許
容
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
限
り

ま
す
）

⑤
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
の
利
用
に
関
し
て
、
特
に

注
意

し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

。
ま
た
、
過

去
に

問
題

が
発

生
し
た
事

例
が

あ
り
ま
す
か

。
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平
成

2
2
年

度
広

島
県

大
学

図
書

館
協

議
会

　
承

合
事

項

ｱ
．
　
受

け
入
れ
て
い
る

（
具
体
的
に
）

ｱ
．
　
臨
時
に
個
人
を
特
定
で
き
る
ID
を

発
行
す
る
な
ど
し
て
本
人
に
操
作
さ
せ
る

（
具
体
的
に
）

（
具
体
的
に
）

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

ｲ
．
　
図
書
館
員
が
代
行
検
索
す
る

ｳ
．
　
検

討
し
て
い
る

ｳ
．
　
そ
の

他

広
島
女
学
院
大
学

ｱ
．
　
受

け
入
れ
て
い
る

住
所
の
わ
か
る
も
の
を
提
示
。

ｳ
．
　
そ
の

他
　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
限

定
。
研

究
目

的
の

場
合

は
、
電

子
Ｊ
可

。

洋
雑
誌
を
電
子
Ｊ
に
切
替
え
た
時
に
、
紙

媒
体
で
利
用
し
て
い
た
方
が
、
利
用
出

来
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
プ
リ
ン
ト
出

力
に
は
制
限
を
し
て
い
な
い
。
但
し
、
機
械

操
作
に
研
究
目
的
の
制
限
を
掛
け
て
い

る
の

で
、
申

し
出

る
必

要
が

あ
る
。

中
学
生
が
場
所
を
移
動
し
な
が
ら
、
騒
い
で
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
　
　
　
勝
手
に
名
刺
を
配
っ
て
、
学
生

を
勧
誘
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
寝
て

い
る
学
生
に
親
切
心
か
ら
注
意
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
見
回
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
で
の
注

意
や
警
備
、
学
生
課
と
の
連
携
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
言
っ

て
貰
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
注
意
す
る
こ
と
を
了
解
し
て

も
ら
う
等

、
個

々
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

広
島

文
化

学
園

大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

学
外
者
は
受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん

広
島
文
教
女
子
大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

福
山
大
学

ｱ
．
　
受
け
入
れ
て
い
る

な
し

な
し

な
し

Ｅ
Ｊ
，
Ｄ
Ｂ
の
利
用
に
つ
い
て
は
学
内
者
限
定
の
利

用
と
し
て
い
る
。

福
山
平
成
大
学

ｲ
．
　
受
け
入
れ
て
い
な
い

安
田
女
子
大
学

ｱ
．
　
受
け
入
れ
て
い
る

通
常
の
｢学

外
者
閲
覧
申
込
書
」
に
記
入

の
上

、
身

元
確

認
書

類
（
学

生
証

、
免

許
証

）
を
確

認
す
る
。

ｳ
．
　
そ
の
他

館
内
に
設
置
の
O
P
A
C
端
末
を
操
作
利

用
し
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
。

O
P
A
C
端
末
に
プ
リ
ン
タ
を
付
設
し
て
い

な
い
た
め
、
必
要
時
は
U
S
B
を
持
参
い

た
だ
き
持

ち
帰

り
を
い
た
だ
く
。

　
特
に
な
し

近
畿
大
学
工
学
部

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

海
上

保
安

大
学

校
福

山
市

立
女

子
短

期
大

学
ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

山
陽
女
子
短
期
大
学

ｲ
．
　
受

け
入
れ
て
い
な
い

鈴
峯

女
子

短
期

大
学

導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

呉
工

業
高

等
専

門
学

校

本
校
で
は
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
が
E
J
・

D
B
の
使
用
を
申
し
出
た
こ
と
は
，
こ
れ

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

既
契
約
の
E
J
・
D
B
に
対
し
，
使
用
ス
キ
ル

を
持
っ
て
図
書
館
内
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
は
，
経
費
増
大
等
の
影
響

や
他
の
不
都
合
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
，
特

に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

初
来
館
時
に
「
図
書
館
利
用
申
請
書
」
を

提
出
し
て
も
ら
い
，
運
転
免
許
証
，
健
康
保

険
証
（
カ
ー
ド
）
等
に
よ
り
本
人
確
認
を
し
，

単
年

度
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

ウ 現
在
の
と
こ
ろ
事
例
は
な
い
が
，
校
内
パ

ソ
コ
ン
か
ら
は
ア
ク
セ
ス
フ
リ
ー
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
も
の

が
大

部
分

の
た
め
，

本
人
に
操
作
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

現
状
の
学
生
対
応
と
同
様
に
，
１
０
数
枚

程
度
で
あ
れ
ば
無
料
印
刷
を
許
可
し
，

そ
れ
以
上
の
ペ
ー
ジ
数
に
な
る
場
合
は

印
字
出
力
を
遠
慮
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
と
思

わ
れ

ま
す
。

本
校

で
は

該
当

事
例

が
あ
り
ま
せ

ん
。

大
学
名

受
け
入
れ
て
い
る
大
学
に
お
尋
ね
し
ま
す

①
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
か

②
来
館
利
用
時
に
必
要
な
書
類
や
手
続

き
が
あ
り
ま
す
か

（
所

属
大

学
の

身
分

証
明

書
の

持
参

、
所

属
大

学
図

書
館

の
紹

介
状

等
の

持
参

等
）

③
機
械
操
作
に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す

か
④

デ
ー
タ
出

力
の

要
望

が
あ
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
例
え
ば
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
て
出
力
す

る
場

合
、
料

金
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か

。
（
契
約
で
許
容
さ
れ
て
い
る
範
囲
に
限
り

ま
す
）

⑤
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ユ
ー
ザ
の
利
用
に
関
し
て
、
特
に

注
意

し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

。
ま
た
、
過

去
に

問
題

が
発

生
し
た
事

例
が

あ
り
ま
す
か

。

34




